
学
界
の

動
き

日

本
保
険
尊

卑

日

本
の
■
保
険
撃
界
に

は

明
治
二

十

八

年
以

来
｢

保
険
学
妹
誌
+

を

似
て

知
ら

れ
た

｢

保
瞼
拳
骨
+

が

存

在
し

､

今
度
の

大
戦
に

至

る

ま

で

活

動
を

痩
け
て

来
た

｡

昭
和
十

五

年
十

一

月
新
た
に

｢

日

本
保
瞼
拳
骨
+

が

成
立

し
て

､

同

年
以

来
年
次
大
脅
を

開
催
其
の

成
果
を

｢

保
険
学
論
集
+

と

し

て

刊
行

､

拳
骨
か

大
な

る

貢
献
を

な

し
て

禿
た
が

､

昭
和

十

九

年
十

一

月

の

禽
合
を

最
後
と

し
て

伝

動
を

中
止

し
て

い

た
｡

日

本
の

保
険
翠

関
係

者

の

大
部
分
は

此
の

±
つ

の

畢
昏
の

何
れ
か

又
は

双

方
の

昏
貞
と

な
1
り

､

少

数
の

者
は

何
れ

に

も

屈
し

な
い

と

い

ふ

状
況
で

あ
つ

た
｡

戦
後
祀
倉
科
撃
の

拳

骨
が

続
々

復
興
す
る

に
つ

れ
て

保
険

学
昏
の

復
興

の

問
題
は

斯
拳
闘
係
著
個
々

の

脳

裏
に
は

淀
ん

で

禿
た

が
､

夫
が

公
の

日

程
に

上
つ

た
切

は

唱
和
二

十
三

年
十

一

月
､

前
東
商
大
教
授
米
谷
隆
二

戻

の

勒
旋
に

よ

り

生

命
保
険
関
係
者
の

問
に

｢

保
険

畢
徒
の

督
+

が

持
た

れ

た

際
で

あ
つ

た
｡

其
虞
で

の

結
論
は

戦
前
の

保
険

学
界
の

連

流
で

あ
る

日

】

本
保
険
畢
督
の

再

建
を

促
進
し

､

｢

保
険
撃
昏
+

と

の

併
立

関
係
を

解

治
す

る

と

共
に

､

四

店
競
に

近
い

歴
凌
を

持
つ

同

昏
の

｢

保
険
学

彗
巴

の

続

刊
を

考
へ

る

こ

と

で

あ
つ

た
｡

そ
こ

で

｢

保
険
学
脅
+

は

昭
和
二

十

四

年

95

五

月
役
員
督
を

開
き

､

そ
の

蟹
尿
的
解
消
と

保
険
撃

警
芸
刊
行
を

甲
本

草

界

の

動

き

保
険
草
食
に

俵
濁
す

る
こ

と
⊥

を

決
議
し
た

｡

こ

う
し

た

外
部
の

情
勢
に

癒
じ

て

昭
和
二

十

五

年
三

月

開
催
の

日

本
保
険
拳
骨
理

事
合
は

､

岡

倉
の

再
建
を

在
京
の

七

民
(

一

橋
大

加

藤
､

大

林
､

早
大

去
城

､

明

大

印

南
､

膵
呂

､

生

保

協
曾

野
口

､

現

保

研

究

所
林
田
)

に
一

任
す
る
こ

と

並

に

再

建
大
昏
を

一

橋
大
撃
に

於
い

て

開
催
す
る

こ

と
1

を

決
定

し

た
｡

斯
按
な

｢

保
険
拳

骨
+

の

意
向
と

｢

日

本
保
険
学
脅
+

の

委
託
と

に

基

い

て

前
記
七

名
は

昭
和
二

十
五

年
五

月
よ
り

拾
月
に

亙
り

再

建
の

準
備
を

進
め

十
一

月
十

､

十
一

日

の

両
日
に

亙
つ

て
､

畢
界
の

大
家

､

中
堅

､

新

進
を

網
羅
し
て

盛
大
な

再
建
大
倉
を

閃
く
こ

と

に

成
功
し

た
｡

大

骨
第

一

目

は
一

橋
大
学
職
員
集
骨
折
に

於
い

て

開
催

､

午
前
中
は

経
過
報

告
､

督

則

審
議

､

役
員
選
出
等
再
建
に

閲
す

る

誤
審
の

外
に

学

界
の

大
先

覚
､

前

日

本
ア

ク

チ

ュ

ア

リ

ー

禽
長
第

一

生
命
保
険

含
社
長
矢
野

恒
太

､

法
学

博

士

志
田
餅
太
郎

､

同

粟
津
清
亮
の

三

氏
に

封
し

其
の

牛
世
紀
以

上

に

亘
る

保
険

琴
界
へ

の

功
蹟
に

封
し

本
草
昏
の

名
に

於
い

て

感

謝
を

表
す
る

決
議

が

行
は

れ

た
｡

同

日

午
後
同
じ

昏
場
で

次
の

如
き

研
究
報
告
が

行
は

れ

た
｡

二

両

社

瞬
家
に

於
け

る

簡

易
保

険

二
､

保

険
に

於
け

る

育

宴
と

供
給

三
､

損

害
保

険

事
業
と

猫

占

禁
止

藷

四
､

兵

業
保

険
の

現

放
と

問
題
鮎

五
､

保

有
決

定
の

原

理

簡
易
保

険
局

京
都
大

学

東

京

海
上

火

災

労

働
省

神
戸

大

草

青

谷

和

夫

佐

波

豊

平

水

捧

誰

三

妥

蓮

晋

一
郎

武

林

範

定

自

杉

三

郎

老
台

一

に

勤
し
て

は

至

大
な

闘
心

を

有
す

る

属
皆
生

命
保
険
業
の

何
か

ら
の

活
渡
な

質
問
が

行
は

れ
､

報
告
二

は

保
険

経
済
学
の

新
展
開
と

し
て

傾
余
さ

れ
､

報
告
≡

ほ

米
国
に

於
い

て
､

拓
占
禁
止

法
を

損
害
保
険
に

適

4 7 9
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心

痛

静

叢

第
二

十
五

巷

第
五

凍

用
す
る

に
つ

き
如
何
に

喋
重
で

あ
つ

た

か

を

明
快
に

説
明
し

て

我

国
の

場

合
を

反
省
せ

し

め
る

も
の

が

あ
り

､

報
告
五

は

保
険

経
常
に

於
い

て

慎
重

に

輯
故
は

る
べ

き
理

論
に
つ

い

て

の

啓
豪
的
意
義
の

甚
だ
大
な
る

鳩

の

で

あ
つ

た
｡

都
心
を

離
れ
た

昏
場
に

も

拘
は

ら

ず
､

愈
員
外
の

傍
聴
者
も

多

数
参
集
し
て

禽
場
を

躍
れ
る

ほ

ど

で

あ
つ

た
｡

然
し

本
年
は

短
期
間
に

大

骨
報
告
者
を

決
定
す
る

こ

と

を

必
要
と

し

た

た

め

に

新

進
の

少
な
か

つ

た

ご

と
■
と

､

久
し

振
り
の

愈
合
の

た

め

に
一

般
的
に

見
て

質
疑
討
論
に

幾
分

挺
目
の

風
の

見
ら

れ
七

難
と

に

憾
が

あ
つ

た
と

も

い

え

よ

う
｡

第
二

日

は

午
後
二

時
よ

り

大
手

町
東

京
海
上

別
館
脅
叢
室
に

於
い

て

衣

の

公
開
講
演

脅
を

開
催
し

た
｡

一

､

戦
後

.
我

国
生

命
保

険

業
の

推

移
と

国
際
的

展

望

生

命

保

険

協
骨

二
､

社
食

保

障
の

諸
問
題

大

阪

市
立

大

単

一

ニ

､

英
米
投
書
保

険
事
情

安

田

火

災

四
､

園
鰹
生

命

保

険

に

つ

い

て

千

代
田

生

命

野

口

正

遼
氏

近

藤

文

二

氏

森

啓

二

氏

気
賀

眞
一

郎

氏

を
一

九
五

一

年
よ
り

春
秋
二

同
編

集
刊
行
す
る

こ

と

を

額
上

げ
､

単
界
に

釦

緊
要
な

賛
表
機
脅
を

捉
供
す
る

こ

と
1

な
つ

た
｡

才

以
上

日

本
保
険
草
食
の

再
建
と

其
の

括
動
に
つ

い

て

記
し

た

が
､

再

建

さ

れ
た

拳
骨
は

選
な

る

戦
前
の

拳
骨
の

再
建
で

な
い

こ

と

を

詳
記
し
て

お

き
た

い
｡

野
ち

戦
前
の

日

本
保
険
畢

昏
は

日

本
の

保
険
翠
界
に

お

け
る

一

撃
脅
(

勿
論
主

要
な

一

つ

で

あ
つ

た
)

で

あ
つ

た

が
､

再
建
さ

れ

た
の

は

菖
｢

保
険
拳
骨
+

の

脅
員
や

夫
に

も

屈

し

な

い

学
究
を

も

網
羅
し

た

唯

一

の

拳

督
で

あ

る
｡

そ

の

上

に

日

本
保
険

拳
骨
は

菖
｢

保
険
拳
骨
+

の

｢

保
険
畢
牲
誌
+

を

纏
承
す
る

こ

と

に

よ
つ

て
､

粍
逸
の

保
険

拳
骨
が
二

十

世
紀
の

初
頭
以

来

賢
芽
旨
ユ

詩

宗
1

巴
e

的
e

夢

邑
e

ノ

訂
r

∽
i

c

F
e

T

亡
日

管
已
∽

諸
口

岩

訂
諾

に

よ
つ

て

其
の

保
険
峯
を

世
界
最
高
の

水
準
に

保

持
し

得
た

こ

と

を

想
起
せ

し

め
､

日

本
保
険
拳
骨
自
ら
二

十

世
紀
後
年
に

勤
し
て

課
題
を

設
定
し

た

こ

と
1

な

る
｡

こ

の

再

建
■の
意
昧
と

課
題
は

木

骨
の

運
営
に

替
る

者
へ

は

勿
論
昏
員

一

般
に

封
し

至

大
な
る

責
任
を

課
す

る
こ

と

⊥

な
つ

た
｡

(

大

林

良

こ

土
曜
日
の

午
後
で

あ
り

且

交
通
至

便
な

昏
場
の

故
に

脅
員
外
聴
衆
多
数
を

集
め
て

専
門
の

講
揖
合
と

し
て

は

珍
し

い

盛
脅
で

あ
つ

た
｡

此
の

日

午
後
六

時
牛
よ

り

生
命
保
険
協
昏
に

お

い

て

北
海

道
､

四

国
､

九

州
か

ら
の

参
加
者
を

含
め

た

五

十

名
の

倉
見
の

懇
親

脅
を

以
つ

て

大

骨

の

韓
尾
を

飾
る

こ

と

が

出
来
た

｡

･

以
上
の

再
建
大

骨
の

記
録
は

其
他
の

精
勤
記
録
と

共
に

従
来
の

保
険
畢

論
集
に

倣
つ

て
一

九
五

〇
年

報
と

し
て

既
に

蒙
表
さ

れ
て

い

･
る

が
､

日

本

保
険
拳
骨
は

更
に

菖
｢

保
険
撃
合
+

よ

り

負
託
さ

れ
た

｢

保
険
学
嫌
詰
+

･｢
)‾＼

執 筆 者 解 介

大 井 水 平 大 小 藤

林 億 田 田 成 川 井

長 年 清 寵 義

一 礪 洋 明 雄 弘 大

一

橋
大
畢
教
授

工

畢
院
大
挙
助
教
援

一

橋
大
撃
講

師

一

橋
大
畢
特
別
研
究
生

名
古
屋
大

挙
助
教

授

一

橋
大

準
教
授

一

橋
大
学
教
授

少

与




